
№６ 
提案するアイデア４「歌声プロジェクト～子供たちの歌声が流れる商店街、役所、地区

センター」 
 
趣旨 
少子高齢化社会が進行している。必要なのは世代間交流。交流機会設置の頻繁化が難し

いなら、せめて子供たちの声を、特に中高年が集まるところでスピーカーを通して流し

てはどうか。 
内容 
ア、市町村や区ごとに協力が得られる小・中学校生徒たちの合唱を収録したテープを用

意する。 
イ、流す場所を選定するが、騒音になってはいけないことに十分留意する。例えば、役

所ではエレベーターの中、図書館や地区センターならホワイエとする。商店街でも時間

や時刻を定めて行うこととすれば協力が得られる。 
ウ、テープは定期的に更新する。 
効果 
ア、懐かしいし、若い世代への関心を失わずに済む。 
イ、市町村歌の合唱なども加えて流せられれば郷土意識が増す。 
ウ、若い世代配慮のまちづくりにつながる。 
 
 


